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1.  平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 213,294 △4.8 1,014 ― 607 ― 221 ―
22年2月期第3四半期 223,999 ― △2,428 ― △2,864 ― △4,239 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 0.81 ―
22年2月期第3四半期 △15.42 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 160,918 10,471 6.4 37.56
22年2月期 164,892 10,367 6.2 37.34

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  10,325百万円 22年2月期  10,264百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年2月期 ― 0.00 ―
23年2月期 

（予想） 0.00 0.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 294,000 △4.8 2,800 ― 1,900 ― 1,100 ― 4.00



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び業績に与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 なお、業績予想の前提条件その他の関連する事項については、【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」を参照してください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P．３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q 275,514,406株 22年2月期  275,514,406株
② 期末自己株式数 23年2月期3Q  592,198株 22年2月期  590,612株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q 274,923,018株 22年2月期3Q 274,925,387株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日～平成22年11月30日）におけるわが国経済は、政府の景気刺激策

による消費の底上げ効果や新興国向け輸出の拡大に伴う企業収益の改善など、一部に明るさがみられたものの、雇

用情勢の厳しさから消費者の低価格志向・節約志向は依然として根強く、個人消費は本格的な回復には至りません

でした。 

このような状況下、当社グループにおきましては、百貨店業、その他事業で売上高が減少し、グループ全体の売

上高は213,294百万円（前年同期比4.8％減）となりました。しかしながら、グループ各社が徹底した諸経費の削減

と業務の効率化を推し進めた結果、営業利益は前年同期に比し3,442百万円改善の1,014百万円、経常利益は3,471

百万円改善の607百万円となりました。また、四半期純利益は4,460百万円改善の221百万円となり、各段階利益に

おいて前年同期に比し大きく改善しております。  

 

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。  

 

①百貨店業 

百貨店業では、昨年８月に複合商業ビル「上本町ＹＵＦＵＲＡ」の１階から５階までのフロアに商業施設を開設

したことに加え、平城遷都１３００年祭のメイン会場であった平城宮跡会場内で公式記念品売店等を運営したこと

による増収がありましたが、個人消費が低迷し高額商品の売上げが伸び悩んだことなどから当第３四半期連結累計

期間の売上高は前年同期に比し5.0％減の198,801百万円となりました。一方、諸経費の削減と業務の効率化に努め

てまいりました結果、営業利益は前年同期に比し3,066百万円改善し485百万円となりました。 

 

②卸・小売業 

卸・小売業におきましては、株式会社ビッグウィルが一昨年秋の書店２店舗の新規出店の効果により、株式会社

シュテルン箕面が主力の輸入新車の販売台数回復により、それぞれ増収となりました。この結果、売上高は前年同

期に比し10.3％増の6,030百万円となり、営業利益は前年同期に比し47百万円改善し7百万円となりました。 

 

③その他事業 

その他事業におきましては、株式会社近創の大口内装工事受注が減少したことなどから、売上高は前年同期に比

し8.7％減の8,463百万円となりましたが、諸経費の削減を進めた結果、営業利益は前年同期に比し265百万円増加

し291百万円となりました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少や減価償却による固定資産の減少のほか、敷金及

び保証金の返還受入れなどにより、前連結会計年度末に比し3,974百万円減少し160,918百万円となりました。負債

については、未払金の減少や借入金の返済などにより前連結会計年度末に比し4,078百万円減少し150,446百万円と

なりました。純資産については、四半期純利益の計上などにより、前連結会計年度末に比し104百万円増加し、

10,471百万円となりました。この結果、自己資本比率は6.4％となり、１株当たり純資産は、37円56銭となりまし

た。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益の計上や減価償却費などにより、通常の

営業活動から生じるキャッシュ・フローは改善しましたが、特別退職金の支払いなどにより、前年同期に比し

1,497百万円支出が増加し3,031百万円の支出となりました。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、有形固定資産の取得による支出が減少したことなどにより、前年同

期に比し5,660百万円支出が減少し450百万円の収入となりました。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、有利子負債の圧縮に努めた結果、前年同期に比し4,007百万円支出

が増加し361百万円の支出となりました。 

  

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比し2,942百万円減少

し、3,451百万円となりました。  

 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 現時点において、通期の連結業績につきましては、平成22年10月12日に公表した予想数値に変更はございませ

ん。なお、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場合には、速や

かに開示する予定であります。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。  

  

繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がない場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測を利用する方法によってお

ります。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．資産除去債務に関する会計基準の適用 

「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）および「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）が平成22年３月31日以前に開

始する連結会計年度より適用できることから、第１四半期連結会計期間より同会計基準および同適用指針を適

用しております。これに伴う損益に与える影響はありません。 

  

２．表示方法の変更  

前第３四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりま

した「その他の流動負債の増減額（△は減少）」は、重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間において

区分掲記しております。なお、前第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に

含まれている「その他の流動負債の増減額（△は減少）」は、366百万円であります。 

また、前第３四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示して

おりました「長期貸付金の回収による収入」は、重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間において区分

掲記しております。なお、前第３四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含ま

れている「長期貸付金の回収による収入」は、70百万円であります。 

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,532 6,475

受取手形及び売掛金 14,163 11,741

商品及び製品 17,844 15,471

仕掛品 157 70

原材料及び貯蔵品 124 75

その他 5,662 6,005

貸倒引当金 △79 △91

流動資産合計 41,405 39,749

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 55,185 57,522

土地 34,161 34,182

その他（純額） 5,297 6,012

有形固定資産合計 94,643 97,718

無形固定資産 1,838 2,216

投資その他の資産   

投資有価証券 6,402 6,496

敷金及び保証金 13,459 15,565

その他 4,200 4,189

貸倒引当金 △1,033 △1,043

投資その他の資産合計 23,030 25,208

固定資産合計 119,512 125,143

資産合計 160,918 164,892
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 26,535 23,912

短期借入金 41,202 40,828

未払法人税等 176 313

商品券 13,429 13,810

預り金 28,394 28,353

賞与引当金 93 140

商品券等引換損失引当金 3,372 3,345

その他 7,173 11,659

流動負債合計 120,375 122,362

固定負債   

長期借入金 24,467 25,189

退職給付引当金 2,555 4,461

その他 3,047 2,512

固定負債合計 30,070 32,163

負債合計 150,446 154,525

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,252 13,252

資本剰余金 1,720 1,720

利益剰余金 △3,281 △3,502

自己株式 △79 △78

株主資本合計 11,612 11,391

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,286 △1,126

繰延ヘッジ損益 － △0

評価・換算差額等合計 △1,286 △1,126

少数株主持分 146 102

純資産合計 10,471 10,367

負債純資産合計 160,918 164,892
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 223,999 213,294

売上原価 171,007 162,904

売上総利益 52,992 50,390

販売費及び一般管理費 55,420 49,375

営業利益又は営業損失（△） △2,428 1,014

営業外収益   

受取利息 21 8

受取配当金 33 41

持分法による投資利益 － 255

未請求債務整理益 860 927

固定資産受贈益 297 13

その他 629 610

営業外収益合計 1,842 1,856

営業外費用   

支払利息 751 698

商品券等引換損失引当金繰入額 825 930

持分法による投資損失 141 －

その他 560 635

営業外費用合計 2,278 2,264

経常利益又は経常損失（△） △2,864 607

特別損失   

環境対策費 － 272

投資有価証券評価損 － 174

店舗建替損失引当金繰入額 324 －

減損損失 231 －

特別損失合計 555 446

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,419 161

法人税、住民税及び事業税 107 166

法人税等調整額 741 △270

法人税等合計 849 △104

少数株主利益又は少数株主損失（△） △29 43

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,239 221

㈱近鉄百貨店(8244)　平成23年2月期第3四半期決算短信

6



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△3,419 161

減価償却費 5,326 5,360

減損損失 231 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） △53 △21

賞与引当金の増減額（△は減少） △138 △47

退職給付引当金の増減額（△は減少） △602 △1,906

商品券等引換損失引当金の増減額（△は減少） △39 27

店舗建替損失引当金の増減額（△は減少） 48 －

受取利息及び受取配当金 △55 △49

支払利息 751 698

持分法による投資損益（△は益） 141 △255

固定資産除却損 281 296

投資有価証券評価損 － 174

環境対策費 － 272

売上債権の増減額（△は増加） △515 △2,428

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,293 △2,475

仕入債務の増減額（△は減少） 251 2,622

その他の流動負債の増減額（△は減少） － 285

その他 774 65

小計 689 2,782

利息及び配当金の受取額 55 48

利息の支払額 △810 △696

特別退職金の支払額 △1,082 △4,919

法人税等の支払額 △385 △246

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,533 △3,031
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △81 △81

定期預金の払戻による収入 81 81

有形及び無形固定資産の取得による支出 △7,552 △2,396

有形固定資産の売却による収入 0 32

投資有価証券の取得による支出 △463 △313

投資有価証券の売却による収入 14 －

短期貸付金の増減額（△は増加） △293 271

長期貸付金の回収による収入 － 671

敷金及び保証金の差入による支出 △98 △239

敷金及び保証金の回収による収入 3,506 2,338

その他 △324 84

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,210 450

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,228 1,915

長期借入れによる収入 9,050 7,100

長期借入金の返済による支出 △4,166 △9,364

その他 △9 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,646 △361

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,097 △2,942

現金及び現金同等物の期首残高 5,901 6,394

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 1,518 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,322 3,451

㈱近鉄百貨店(8244)　平成23年2月期第3四半期決算短信

8



該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日）       （単位：百万円）

（注）１．事業区分の方法：当社の事業区分は事業内容を勘案して決定しております。 

２．当第３四半期連結累計期間において、当社が株式会社中部近鉄百貨店（持分法適用関連会社）および株式

会社和歌山近鉄百貨店を吸収合併したことにより、事業の種類別セグメント情報に係るセグメント別の資

産が前連結会計年度末と比べ著しく変動しております。なお、期首に受入れた資産の金額は、「百貨店

業」が32,871百万円であります。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日）       （単位：百万円）

（注）事業区分の方法：当社の事業区分は事業内容を勘案して決定しております。 

  

［所在地別セグメント情報］ 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および重要な在外支店がないため、前第３四半期連結累計期間お

よび当第３四半期連結累計期間において、該当事項はありません。 

  

［海外売上高］ 

海外売上高がないため、前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間において、該当事項はあ

りません。 

  

該当事項はありません。  

  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  百貨店業 卸・小売業 その他事業 計 
消去又 
は全社 

連結 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  209,263  5,467  9,269  223,999  －  223,999

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 69  4,077  9,399  13,546 ( )13,546  －

計  209,332  9,544  18,668  237,546 ( )13,546  223,999

営業利益又は営業損失（△）  △2,581  △39  25  △2,595  167  △2,428

  百貨店業 卸・小売業 その他事業 計 
消去又 
は全社 

連結 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  198,801  6,030  8,463  213,294  －  213,294

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 101  3,834  7,641  11,577 ( )11,577  －

計  198,902  9,865  16,104  224,872 ( )11,577  213,294

営業利益  485  7  291  784  230  1,014

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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